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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 2 1 1 0 0
13 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 * 0 0 8 13 2 6 2 8 7 15 4 4 1 1
23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
24 * 0 0 8 11 1 2 1 0 3 3 1 3 1 0
29 * 0 2 1 4 0 0 1 0 3 3 1 0 0 0
30 0 1 2 6 8 0 0 0 2 6 8 1 2 2 0
32 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
34 * 1 5 1 4 0 0 4 0 1 1 0 0 2 0
48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
50 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0
51 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
56 * 0 1 2 9 1 1 1 1 8 9 1 3 3 3
91 0 0 0 0 1 1 2 1 1 1 2 0 0 1 0
98 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
2 12 29 57 5 11 14 13 31 44 10 15 10 4

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
1 0 1 6 3 10 0 0 0 1 3 4 4 1 0 0
4 0 0 4 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
5 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
10 * 0 0 0 5 0 0 1 2 4 6 2 3 2 0
12 * 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
15 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
20 0 0 0 0 3 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
21 * 0 5 3 5 5 6 2 2 3 5 0 1 0 0
33 * 0 0 3 8 0 0 2 3 10 13 3 0 0 3
56 * 1 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
77 0 1 3 0 1 0 0 2 0 1 1 2 0 2 0
88 0 0 0 0 4 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 25 9 40 5 6 13 10 24 34 14 5 6 3
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近石 泰成 3 8

戸部 秀

35 200

0 - -
0 - -

3
井福 普太郎 0 9
田中 将己 0

11 28

中島 智紀 3 16

重本 和毅 6 34
牧谷 朋紀

10

大原 俊祐 0 7
志方 恵一 0 30

13

篠原 敏希 0 9
木下 真吾 9 25
岩田 海斗 0
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大阪経済大学

主審 黒岡 和哲 副審 鬼塚 誠太郎

勝ち点 1コ ー ト

戦評
【総括】
リーグ戦第4日目、大阪経済大学と天理大学の一戦。下級生を中心とした積極的なディフェンスをみせる大経大に
対して西日本を制し、リーグ戦でも全勝中の天理大の試合運びのうまさを見せつける試合となった。両陣営、最初こ
そ積極的なディフェンスを見せたが、後半に入るにつれ徐々に相手のディフェンス嫌気のさした大経大に対し最後
まで自分たちのディフェンスバスケットを貫いた天理大の試合経験に軍配が上がった。
【第一ピリオド】
試合開始、大経大は天理大#15イビスを警戒し2-3のゾーンディフェンスを敷く。これが成功し、天理大のターンオー
バーを誘うが、対する天理大も激しいディフェンスで得点を決めさせない。残り2分天理大#24佐々木、#34谷本の
シュートが立て続けて決まり4点差まで広げたところで第1ピリオド終了となり、7-11でお互いのディフェンスが光るピリ
オドとなった。
【第二ピリオド】
先のピリオド同様お互いのディフェンスの見せ場の多いピリオドとなるが、少しずつお互いのオフェンスの調子が上
がりだす。天理大#24佐々木が中外両方で点を取るかと思えば、大経大は#21牧谷がシュートを決める。しかし流れ
をつかんだのはやはり天理大。#56川田が持ち味のスティールからバスケットカウントを沈めるとさらにスティールを重
ね一気に攻めかかる。なんとか立て直したい大経大だが、天理大の徹底したディフェンスによってインサイドでプ
レーをさせてもらえない。このピリオド大きく点差が離れ13-28で前半を折り返す。
【第三ピリオド】
前半に引き続き得点の重たい試合続く中、試合巧者の天理大が的確にインサイドを使った攻めを見せ、#15イビス
が得点を重ねていく。なんとかこの流れを変えたい大経大だが要所でミスが目立ち、逆に速攻で点差を離されてし
まう。それでも#21牧谷のフリースローや#33重本の2Ｐで繋ぐと#56川田の3Ｐシュートも決まり大経大に流れが傾きか
けたが、天理大がタイムアウトを使い瞬時に修正を図る。25-40と大経大がわずかに点差を詰めたピリオドとなった。
【第四ピリオド】
なんとか早い展開を作り、点差を縮めたい大経大だが、またしても天理大のディフェンスが立ちはだかる。#56川田
のスティールなど一部の隙の見せぬディフェンスから#24佐々木の速攻など逆にさらに点差を突き放す。これには大
経大もたまらずタイムアウト。なんとかオフェンスリバウンドをもぎ取り、#1木下がシュートを決めるものの次が続かな
い。そのままディフェンスをやり通した天理大が35-69で勝利した。
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勝チーム
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勝ち点 4
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天理大学

榎本 一輝 2

男子 1部リーグ戦

PTS

119
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山﨑 翔梧 0
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6
中村 翔太 0 5
平 祐之介

２Ｐ

開始時間

天理大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

梶井 涼矢 15

35

敗チーム

31

2

３Ｐ ２Ｐ

0

PTS

0
谷本 真琴 5

安野 洸平 2
宮脇 良太 2

69
RATE

2

イビス ニヨキゼラ

永田 祐也

18 36

佐々木 隆成 17 29
13

18
4

2

3

10
2
36

3

川田 綾介 5
尾関 敦弥

ジェームス マティアン

1

吉崎 綾汰 0

Team / Coach:

合　　　計
16.0% 22.5%RATE

鳥 和成 -

83.3%

Team / Coach:

合　　　計
16.7% 50.9% 45.5%

大阪経済大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

堤 昴大 3

0

３Ｐ

二杉 茂


